
国宝（建造物）功山寺仏殿
指定年月日 昭和28年（1953）11月14日
建築年代 元応2年（1320）

National Treasure（Structure）: Buddha Hall at Kouzan-ji Temple
Date of Designation: November 14, 1953 （Showa 28）　　Year of Construction: 1320 （Gen'o 2）

　功山寺は虚菴玄寂の開山で、当初は臨済宗寺院で長福寺と称した。江戸時代に入り、長府毛利藩主の菩提寺となり、曹洞宗に改宗、笑山寺

となった後、承応元年（1652）に功山寺と改称した。仏殿は、内部の柱に「此堂元応二年卯月五日柱立」との墨書があり、元応2年（1320）の

建立である。構造形式は、桁行三間、梁間三間、一重裳階付、入母屋造、檜皮葺で、柱上だけでなく柱間にも組物を置く詰組や、軒を支える

垂木が扇状に配置される扇垂木（功山寺仏殿では、隅のみ扇状にする隅扇）、柱の足元の礎盤など、禅宗の伝来とともに中国から伝えられた

禅宗の建築の純粋な形式を備えている。組物の一部である肘木の下端が、ほぼ円弧に近い曲線をなすのも禅宗様建築の特徴である。

　また、禅宗様建築の意匠的特徴である、窓の形状が炎状の火（花）灯窓や波のような曲線を描く波連子なども備わる。

　内部は、外観と同じように詰組であり、一部の柱を配さずに大瓶束で上部を支え、内陣の空間を広く取っている。床は、瓦を斜め四十五度に

敷き詰めた四半敷としている。天井は、天井板を支える竿縁などを用いない鏡天井であり、和紙に描かれた丸山晩霞の筆になるシャクナゲ

の図が貼られている。

　大正7年（1918）に解体修理が行われ、それ以前に改変されていた屋根の形状や瓦葺などを元に戻し、現在の姿となった。

設置年月日　令和8年（2026年）7月　下関市教育委員会

일본 국보（건조물） 고잔지 절 불전

지정 일자: 쇼와 28년(1953) 11월 14일

건축 연대: 겐오 2년(1320)

國寶（建造物）功山寺佛殿

指定日期：昭和 28 年(1953) 11 月 14 日

建築年代：元應 2 年(1320)

国宝（建造物）功山寺佛殿

指定日期：昭和28年（1953）11月 14 日

建筑年代：元应 2 年（1320）
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□：QRコードは、IJ出力で製作いたします。読込等への都合により、四方に縁が残ります。

「功山寺仏殿」説明板

表示面W500×H300

Translation HP
번역(한글) 홈페이지

翻譯（繁體中文）HP
翻译（简体中文）HP

Explanations with Diagrams and Photos
도표·사진 포함 해설

附插圖及照片詳細解說
附图与照片详细说明

※写真付解説
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